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九
月
二
十
九
日
発
行

佐
保
田
の
丘

大
阪
・
関
西
万
博
か
ら
学
ん
だ
こ
と

校
長

中
川

照
久

四
月
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
十
月
十

三
日
に
終
了
し
ま
す
。
建
設
当
初
よ
り
、
地
盤
対
策
や
工
事
費
高

騰
に
よ
る
参
加
地
域
の
撤
退
等
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、

無
事
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
。
夢
洲
に
は
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
す
。
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
・
医
療
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
な

ど
、
未
来
の
暮
ら
し
を
支
え
る
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
世
界
中
か
ら

紹
介
さ
れ
、
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

世
界
は
、
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
、

戦
争
や
貧
困
、
格
差
、
そ
し
て
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
、
未
来

に
向
け
た
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に

立
ち
向
か
う
た
め
に
、
国
連
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
『
学
び
』
と
『
行
動
』
で
す
。
附
中
が
取
り
組
む
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、

未
来
の
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
考
え
、
行
動
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
教
育
で
す
。
「
大
阪
・
関
西
万

博
」
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
見
学
す
る
こ
と
で
「
ご
み
問
題
」
や
「
資

源
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
伝
統
的
な
工
芸
や
地
域
文

化
に
触
れ
る
こ
と
で
「
地
域
の
価
値
」
や
「
多
様
性
」
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
。
そ
こ
に
は
教
科
書
だ
け
で
は
学
べ
な
い
「
リ
ア
ル
な

社
会
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
「
自
分

の
こ
と
」
と
し
て
捉
え
、
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
か
」
を
想
像
し
、
形
に
し
よ
う
と
す
る
力
を
身
に
付
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
欠
か
せ
な
い
力
と
な
り

ま
す
。
Ａ
Ｉ
や
技
術
が
進
歩
す
る
中
で
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い

「
気
づ
く
力
」
「
つ
な
ぐ
力
」「
変
え
る
力
」
を
、「
大
阪
・
関
西
万

博
」
が
終
了
し
た
後
も
、
学
習
を
通
じ
て
育
て
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

附
中
で
は
、
普
段
の
授
業
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
学
校
行

事
の
中
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
す
べ
て
「
持
続
可
能
な

社
会
」
づ
く
り
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。
未
来
を
変
え
る
力
は
、
決

し
て
大
人
だ
け
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

自
身
が
「
ど
う
生
き
た
い
か
」
「
ど
ん
な
社
会
に
し
た
い
か
」
を
考

え
、
小
さ
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
、
未
来
へ
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
「
気
づ
く
力
」
「
つ
な
ぐ
力
」
「
変
え
る
力
」
、
こ

の
三
つ
の
力
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
未
来

の
主
役
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
学
び
を
日
々
の
生
活
の
中
に
生
か
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
附
中
ア
ー
ス
デ
イ
」

今
年
は
二
学
期
に
入
っ
て
か
ら
も
連
日
の
よ
う
に
猛
暑
日
が
続
き
、

最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
朝
晩
を
中
心
に
秋
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
「
仲
秋
の
名
月
」
な
ど
、
春
夏
秋
冬
、
四
季
そ
れ
ぞ

れ
の
良
さ
を
感
じ
、
愉
し
む
こ
と
が
普
通
に
で
き
て
い
ま
し
た
が
、

気
候
変
動
の
せ
い
な
の
か
、
心
配
が
増
す
ば
か
り
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
附
中
で
は
九
月
六
日
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

二
回
目
と
な
る
附
中
ア
ー
ス
デ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ア
ー
ス
デ

イ
」
の
歴
史
は
今
か
ら
五
十
五
年
前
の
一
九
七
〇
年
ま
で
遡
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ネ
ル
ソ
ン
上
院
議
員
が
環
境
問
題
を
考
え
る
日

と
し
て
四
月
二
十
二
日
を
「
ア
ー
ス
デ
イ
（
地
球
の
日
）」
と
し
て
宣

言
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
百
を
超
え
る
国
々
で
ア
ー
ス

デ
イ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
「
四
月
二
十
二
日
じ

ゃ
な
い
の
に
大
丈
夫
？
」
と
ツ
ッ
コ
ミ
が
入
り
そ
う
で
す
が
、
そ
も

そ
も
の
四
月
二
十
二
日
と
い
う
日
も
、
あ
え
て
「
な
ん
で
も
な
い
日
」

を
選
ん
だ
そ
う
な
の
で
、
日
付
が
大
事
と
い
う
よ
り
も
、「
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
地
球
」
の
こ
と
を
「
つ
な
が
り
」
と
し
て
と
ら
え
直
し
、

行
動
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
良
い
よ
う
で
す
。「
ア
ー
ス
デ
イ
奈
良
」

「
ア
ー
ス
デ
イ
京
都
」
な
ど
地
域
単
位
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
耳
に
し
ま

す
が
、
学
校
単
位
で
「
ア
ー
ス
デ
イ
」
を
企
画
運
営
し
て
い
る
の
は

珍
し
い
試
み
で
、
附
中
ら
し
さ
が
出
て
い
ま
す
ね
。

ア
ー
ス
デ
イ
は
多
く
の
人
々
が
参
画
で
き
る
開
か
れ
た
場
と
し
て
、

学
外
の
方
々
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
当
日
は
多

く
の
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
ゴ
ミ
処
理
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
「
地
球
に
暮
ら
す
一
人
」
と
し
て
、
広
い
視
点
で
も
の
ご
と

を
捉
え
、
豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
創
り
手
に
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
学
校
で
の
日
常
の
よ
う
す
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

ブ
ロ
グ
「
附
中
の
小
窓
」
や
イ
ン
ス
タ
に
随
時
、
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
幹
教
諭

田

寛

附中の小窓

《
今
後
の
主
な
予
定
》
※
予
定
は
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

月

日

授
業
参
観
の
ご
案
内
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

11

４

月
10

１
日

後
期
時
間
割
開
始

午
後
：生
徒
会
選
挙
（意
見
発
表
会
）

附
中
入
試

公
示
・
願
書
交
付

（
特
別
支
援
学
級
）
身
体
測
定

４
日

英
検

準
会
場

団
体
受
験
日

９
日

全
学
年

中
間
テ
ス
ト
（～

日
）

10

日

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト

10
日

１
・２
年

合
同
奈
良
め
ぐ
り

15
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（

日
代
休
）

18

20

日

午
後
：学
校
保
健
委
員
会
講
演
会

23
日

３
年

卒
業
研
究
発
表
会
（全
学
年
の
生
徒
対
象
）

24
日

３
年

３
限
授
業

（特
別
支
援
学
級
）防
災
・
避
難
学
習

27
日

３
年

３
限
授
業

（特
支
）奈
良
市

ブ
ロ
ッ
ク
校
外
学
習

28

５

日

午
後
：生
徒
会

認
証
式
・
生
徒
総
会

２９
日

３
年

進
路
説
明
会
（

時
～
３
年
保
護
者
対
象
）

30

16

１
・２
年

合
同
奈
良
め
ぐ
り

事
後
発
表
会
（１
・
２
年
生
徒
対
象
）

日

３
年

学
力
診
断
テ
ス
ト
③

（特
別
支
援
学
級
）公
開
研
修
会

31
月
11

４
日

１
・２
年

授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
（午
後
）

日

３
年

進
路
懇
談
①
（午
後
）

３
年

３
限
授
業

６

（特
別
支
援
学
級
）入
級
選
考
（

組
生
徒
は
家
庭
学
習
）

５

日

３
年

進
路
懇
談
②
（午
後
）

３
年

３
限
授
業

７

（
特
別
支
援
学
級
）
入
級
選
考
（

組
生
徒
は
家
庭
学
習
）

５

日

午
前
：総
合
公
開
研
修
会
（

日
代
休
）

８

10

日

３
年

進
路
懇
談
③
（
午
後
）

３
年

３
限
授
業

11

午
後
：
１
年
生
と

組
の
交
流
会
①
（１
年
１
組
と
全

組
）

５

５

日

防
犯
訓
練
（

限
）

12

６

日

（
特
別
支
援
学
級
）
合
格
発
表

13
日

１
年

社
会
見
学
（
国
立
民
族
学
博
物
館
）

14
日

（特
別
支
援
学
級
）日
曜
参
観
（（

日
代
休
）

16

17

日

３
年

期
末
テ
ス
ト
（
～

日
）

19

21

日

教
育
後
援
会

秋
の
見
学
会

20
日

１
・２
年

期
末
テ
ス
ト
（
～

日
）

25

27

日

採
点
評
価
作
業
日
（家
庭
学
習
日
）

28
月
１２１

日

１
年

薬
物
乱
用
防
止
教
室
（午
後
）

２
日

３
年

社
会
見
学
（京
都
）

４
日

３
年

球
技
大
会

（特
別
支
援
学
級
）マ
ラ
ソ
ン
大
会

日

午
後
：
１
年
生
と

組
の
交
流
会
②
（１
年
２
組
と
全

組
）

８

５

５

日

３
年

（
家
庭
科
）
こ
ど
も
園
交
流
（高
畑
に
登
校
）

９
日

全
学
年

人
権
学
習

10
日

１
年

黒
髪
山
活
動
（

限
～

限
）

11

４

６

日

３
年

３
限
授
業
（

日
午
後
・

日
午
後
）

12

12

15

（
特
別
支
援
学
級
）
個
人
懇
談
（

日
午
後
・

日
午
後
・

日
午
後
）

16

18

19

日

（特
別
支
援
学
級
）

時
下
校

16

11

日

２
学
期
末
懇
談
（

日
午
後
・

日
全
日
・

日
全
日
）

17

17

18

19

日

２
学
期
終
業
式
・大
掃
除

冬
季
休
業
（

月

日
～

月

日
）

22

12

23

１

７


